
　紀
き

元
げん

前
ぜん

850年
ねん

ごろのイスラエルでは、

史
し

上
じょう

最
さい

悪
あく

の王
おう

アハブの統
とう

治
ち

下
か

で、

人
ひと

々
びと

が深
ふか

い悲
かな

しみと苦
く

難
なん

を味
あじ

わっていた。

邪
じゃ

悪
あく

な妻
つま

イゼベルの多
た

大
だい

なる影
えい

響
きょう

で、

アハブはイゼベルのバアル信
しん

仰
こう

を取
と

り

入
い

れた。バアル信仰は異
い

教
きょう

の悪
あく

魔
ま

崇
すう

拝
はい

で、

人
ひと

々
びと

を生
いけ

贄
にえ

にしていた。アハブ王
おう

と

イゼベルの統
とう

治
ち

下
か

で、真
しん

の神
かみ

の預
よ

言
げん

者
しゃ

達
たち

も

次
つぎ

々
つぎ

と殺
ころ

され、バアル信仰が国
こく

教
きょう

と

なった。

　神
かみ

はそれに対
たい

する怒
いか

りを表
あらわ

すために、

御
ご

自
じ

身
しん

の預
よ

言
げん

者
しゃ

エリヤをアハブ王
おう

の元
もと

へ

遣
つか

わし、このような不
ふ

吉
きつ

な知
し

らせを

伝
つた

えさせた。「私
わたし

の仕
つか

えているイスラ

エルの神、主
しゅ

は生
い

きておられます。私の

言
こと

葉
ば

のないうちは、数
すう

年
ねん

雨
あめ

も露
つゆ

もないで

しょう。」

聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

第
だい

１号
ごう

2021年
ねん

5月
がつ

28日
にち

私
わたし

のためにパンを作
つく

って下
くだ

さい
列
れつ

王
おう

紀
き

上
じょう

第
だい

17章
しょう

の再
さい

話
わ

　この強
きょう

烈
れつ

な警
けい

告
こく

を伝
つた

えた後
あと

、

神
かみ

はエリヤに、ヨルダンの東
ひがし

にある

ケリテ川
がわ

のほとりに身
み

を隠
かく

すように

と言
い

われた。水
みず

はその川
かわ

から飲
の

める。

神はまた、カラスに命
めい

じて、毎
まい

日
にち

エリヤにパンと肉
にく

も運
はこ

ばせられた。

　エリヤが預
よ

言
げん

した通
とお

り、雨
あめ

は

１
いっ

滴
てき

も降
ふ

らなくなり、国
くに

中
じゅう

に干
かん

ばつが

広
ひろ

がった。うだるような暑
あつ

さが

何
なん

か月
げつ

も続
つづ

き、灼
しゃく

熱
ねつ

の太
たい

陽
よう

がイスラ

エルの干
ひ

上
あ

がった地
ち

を容
よう

赦
しゃ

なく照
て

り

付
つ

けた。作
さく

物
もつ

は枯
か

れ、水
すい

源
げん

も干上がり、

国
くに

は飢
き

饉
きん

に襲
おそ

われた。しばらくすると、

エリヤが水
みず

をくんでいたケリテ川
がわ

も

枯
か

れてしまった。神
かみ

は忠
ちゅう

実
じつ

な方
かた

で、

ケリテ川の水が枯れたちょうどその日
ひ

、

エリヤに、ザレパテへ行
い

って、そこに

住
す

むようにと言
い

われた。

　「さあ。わたしはザレパテの

やもめに命
めい

じて、あなたを養
やしな

わせる

から。」と、主
しゅ

は言
い

われた。

　ザレパテは、ケリテ川
がわ

から

160km以
い

上
じょう

北
きた

にある。エリヤは、

この危
き

険
けん

な旅
たび

を徒
と

歩
ほ

でしなければ

ならなかった。砂
さ

漠
ばく

化
か

した荒
あ

れ地
ち

や

岩
いわ

だらけの丘
おか

や山
やま

道
みち

を何
なん

日
にち

も歩
ある

いた後
あと

、

エリヤは遂
つい

にザレパテに着
つ

いた。

現
げん

在
ざい

のレバノンに当
あ

たる、海
かい

岸
がん

沿
ぞ

いの

町
まち

だ。汗
あせ

だくでほこりまみれの疲
つか

れ

切
き

ったエリヤが町
まち

の門
もん

に近
ちか

づくと、

１
ひとり

人の女
じょ

性
せい

がたきぎを拾
ひろ

い集
あつ

めていた。

　エリヤは大
おお

声
ごえ

で言
い

った。「水
みず

を

下
くだ

さい！　器
うつわ

に水を少
すこ

し持
も

ってきて、

私
わたし

に飲
の

ませて下
くだ

さい！」

　疲
つか

れ果
は

てた様
ようす

子の旅
たび

人
びと

をあわれに

思
おも

った女
じょ

性
せい

は、水
みず

を持
も

って来
こ

ようと

して立
た

ち上
あ

がった。

　すると、エリヤはまた女
じょ

性
せい

を

呼
よ

んで言
い

った。「どうか、一
ひと

口
くち

の

パンも持
も

って来
き

て下
くだ

さい。」

　

預
よ

言
げん

者
しゃ

エリヤの人
じん

生
せい

に起
お

こった、もう１
ひと

つのスリル満
まん

点
てん

の物
もの

語
がたり

「天
てん

から火
ひ

が下
くだ

る」も、お見
み

逃
のが

しなく！
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女
じょ

性
せい

は言
い

った。「主
しゅ

は生
い

きておられ

ます。私
わたし

にはパンはありません。ただ、

かめに一
ひと

握
にぎ

りの粉
こな

と、びんに少
すこ

しの

油
あぶら

があるだけです。今
いま

私はたきぎ

２、３本
ぼん

を拾
ひろ

い、うちへ帰
かえ

って、私と

子
こ

供
ども

のためにそれを調
ちょう

理
り

し、それを

食
た

べて死
し

のうとしているのです。」

　この女
じょ

性
せい

こそ、神
かみ

が自
じ

分
ぶん

を養
やしな

って

くれると約
やく

束
そく

されていたやもめなのだと

気
き

付
づ

いたエリヤは、女性にこう言
い

った。

「心
しん

配
ぱい

するにはおよびません。行
い

って、

あなたが言った通
とお

りにして下
くだ

さい。

しかしまず、それで私
わたし

のためにパンを

１
ひと

つ作
つく

って、持
も

って来
き

て下
くだ

さい。

その後
あと

、あなたと、あなたの子
こ

供
ども

の

ために作
つく

って下さい。

　主
しゅ

が雨
あめ

を地
ち

の表
おもて

に降
ふ

らす日
ひ

まで、

あなたのかめの粉
こな

は尽
つ

きず、びんの

油
あぶら

は絶
た

えないと、イスラエルの神
かみ

、

主が言
い

われるからです。」

　このような突
とっ

拍
ぴょう

子
し

もない言
こと

葉
ば

に

女
じょ

性
せい

は驚
おどろ

いたが、エリヤが主
しゅ

の御
み

名
な

で

権
けん

威
い

を持
も

って語
かた

ったので、彼
かれ

が神
かみ

の

預
よ

言
げん

者
しゃ

であると分
わ

かり、彼を信
しん

じた。

彼
かの

女
じょ

は神に信
しん

頼
らい

しようと決
き

め、

エリヤの言
い

ったようにした。それで

家
いえ

へ急
いそ

ぎ帰
かえ

り、かめの底
そこ

に残
のこ

っていた

一
ひと

握
にぎ

りの粉
こな

をかき集
あつ

め、びんに残って

いた最
さい

後
ご

の数
すう

滴
てき

の油
あぶら

を注
そそ

ぎ出
だ

した。

　粉
こな

と油
あぶら

を混
ま

ぜ合
あ

わせてパン種
だね

をこね、

かまどに入
い

れてエリヤのためのパンを

焼
や

いている間
あいだ

、彼
かの

女
じょ

はキッチンを

片
かた

付
づ

け始
はじ

めた。空
から

の油のびんを片付け

ようとして、彼女はハッと驚
おどろ

いた。

「どうしてさっきよりも重
おも

いのかしら？」

ほんの少
すこ

し傾
かたむ

けてみると、油が

キッチンの床
ゆか

にしたたり落
お

ちた。

大
おお

急
いそ

ぎで粉
こな

のかめも見
み

てみると、

彼
かの

女
じょ

は驚
おどろ

きの叫
さけ

びを上
あ

げた。さっきまで

空
から

だったかめには、ふちまで一
いっ

杯
ぱい

に

粉
こな

が入
はい

っていた。奇
き

跡
せき

が起
お

きたのだ！

　やもめの心
こころ

は、このような素
す

晴
ば

らしい

主
しゅ

の祝
しゅく

福
ふく

に与
あずか

ったことで、神
かみ

への感
かん

謝
しゃ

の

気
き

持
も

ちであふれた。そして、エリヤが

預
よ

言
げん

したように、飢
き

饉
きん

の間
あいだ

中
じゅう

、かめの

粉
こな

は尽
つ

きず、びんの油
あぶら

は絶
た

えなかった

のだ。
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このすごい聖
せい

書
しょ

の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

について、もっと読
よ

んでみよう。

「聖書の偉
い

人
じん

：エリヤ」を見
み

てね。

彼
かの

女
じょ

は、自
じ

分
ぶん

にありったけのものを

与
あた

えたが、神
かみ

は、彼女が想
そう

像
ぞう

もできない

ような形
かたち

で報
むく

いて下
くだ

さったのだった。
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